
№

活動の様子（写真）

令和３年度　活動紹介票

事業費（千円）

大船渡市、陸前高田市

一般枠

１,０２３千円（うち補助金８００千円）

【参加者数】
①移動こども図書館事業
　のべ参加者数：子ども18523人、大人1237人、貸出冊数32667冊、差上げ本冊数3376冊
②交流図書室おはなしサロン：来室者数
　のべ来室者数：子ども108人、大人1029人、貸出冊数101冊、差上げ本冊数1187冊
【アンケート調査による子どもの読書活動の向上】
　・「本を読むのがとても楽しい」「どちらかというと楽しい」→88.5％を占めた
　・1ヵ月の間に1冊も読まない児童をなくす→読書冊数0冊が2％あった
【将来計画】
　東日本大震災直後から取り組んでいる当事業は、地域に定着し、その必要性を住民の
　声として寄せられることが多い。継続していくために資金の調達活動を活発化する。

①移動こども図書館事業
1) 図書貸出活動
【大船渡市内全小学校11校】（各校毎月１回の訪問、各クラス30～34冊貸出）
　本は良書や調べ学習対応図書など児童生徒の興味を引き出すものを選書、学年や季
節に応じた「おすすめ本情報」を載せた「ころりん新聞」を年間６回発行
【大船渡市内と陸前高田市内の子育て支援団体13ヵ所】（各所毎月１回の訪問）
　各所に出向き絵本の読み聞かせおはなし会を開催、絵本紹介と貸出、交流
【災害公営住宅団地・地域集会所・地域公民館・高台移転先等】（各所毎月１回の訪問）
　18か所に毎月１回訪問、本の供覧と貸出、一般古雑誌等の無償提供、簡易のお茶会
2) 評価・検証委員会
　より良い活動につなげるための評価・検証委員会を年３回程度開催（5･11･2月）
　大船渡市内全小学校の高学年対象に読書状況や環境についてアンケート調査実施
3) 軒下古本市（コロナ感染対策の三密回避をしながら本との出会いの場を提供）
　外の空間を利用し、通りすがりの子どもや住民が本を選べるよう設置
4) 子どもたちの図書環境の好転を図るために必要なスタッフの研修
　読書ボランティア講習会などの外部研修、読み聞かせ技術アップのための自主企画研
修など、特別チームによる事業計画や資金調達についての検討
②交流図書室おはなしサロン
毎週４日間（月火金土）午前10時～午後3時の開室（コロナ対策として例年より時短）
絵本など図書の貸出、図書の閲覧、スタッフによる個人対象の絵本の読み聞かせ、集団
へのおはなし会の開催、季節に応じた絵本の企画展展示、イベント開催

公共交通機関の利用が難しく図書館に足を運べない児童や住民の利便性を向上し、身
近な場所での図書サービスの環境を整え、地域の読書活動の推進を図る。さらには、事
業を通じて住民同士の交流を深めることでコミュニティ形成を促進し、住民相互の支え合
い・大人と子どものつながりを強めながら、心の復興への機運を高める。
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移動こども図書館と交流図書室おはなしサロン事業

助成区分

主な活動地域

団体名
代表者
職・氏名 理事長：江刺由紀子特定非営利活動法人おはなしころりん

住所 電話岩手県大船渡市盛町字舘下4-3-7 0192－47－3931


